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Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
基
準
の
金
商
法
令
へ
の
取
込

み
等
、検
討
─
金
融
審
サ
ス
テ
ナ
情
報
開
示・保
証
Ｗ
Ｇ

金　
　
融

業
務
管
理
体
制
、サ
イ
ナ
ー
の
役
割
な

ど
、検
討
─
金
融
審
サ
ス
テ
ナ
情
報
保
証
専
門
Ｇ

金　
　
融

去
る
４
月
21
日
、
金
融
庁
は
第
６

回
金
融
審
議
会
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

情
報
の
開
示
と
保
証
の
あ
り
方
に
関

す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
（
座

長
：
神
作
裕
之
・
学
習
院
大
学
大
学

院
法
務
研
究
科
教
授
）を
開
催
し
た
。

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

開
示
に
関
す
る
検
討
状
況

Ｅ
Ｕ
で
は
、
２
０
２
４
会
計
年
度

か
ら
、
従
業
員
５
０
０
人
超
の
上
場

企
業
等
で
あ
る
大
会
社
（
総
資
産
残

高
２
、５
０
０
万
ユ
ー
ロ
超
、
ま
た

は
純
売
上
高
５
、０
０
０
万
ユ
ー
ロ

超
（
Ｗ
ａ
ｖ
ｅ
１
））
に
対
し
、
企

業
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
報
告
指
令

（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
Ｄ
）
の
適
用
を
開
始
し
て

い
る
。
そ
の
一
方
、
欧
州
委
員
会
は

本
年
２
月
に
Ｗ
ａ
ｖ
ｅ
２
（
前
記
Ｗ

ａ
ｖ
ｅ
１
以
外
の
大
会
社
）
以
降
の

企
業
に
対
す
る
２
年
間
の
適
用
時
期

の
延
期
を
求
め
る
法
案
と
、
適
用
対

象
企
業
の
閾
値
変
更
等
企
業
の
負
担

軽
減
を
求
め
る
法
案
の
２
つ
の
法
案

（
オ
ム
ニ
バ
ス
法
案
）
を
公
表
し
て

い
る
。
す
で
に
前
者
の
適
用
時
期
に

係
る
法
案
に
つ
い
て
は
採
択
さ
れ
て

い
る
な
か
で
、
わ
が
国
の
適
用
開
示

時
期
に
関
し
て
検
討
が
行
わ
れ
た
。

事
務
局
は
、
現
在
検
討
し
て
い
る

時
価
総
額
５
、０
０
０
億
円
以
上
の

プ
ラ
イ
ム
上
場
企
業
の
ほ
ぼ
す
べ
て

が
、
オ
ム
ニ
バ
ス
法
案
に
よ
る
閾
値

見
直
し
後
に
お
い
て
も
、
２
０
２
４

会
計
年
度
か
ら
Ｃ
Ｓ
Ｒ
Ｄ
の
適
用
が

開
始
さ
れ
て
い
る
会
社
に
相
当
す
る

た
め
、
引
き
続
き
時
価
総
額
３
兆
円

以
上
の
プ
ラ
イ
ム
上
場
企
業
へ
の
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
開
示
基
準
の
適
用

開
始
時
期
を
２
０
２
７
年
３
月
期
と

す
る
こ
と
等
を
基
本
線
と
し
つ
つ
、

国
内
外
の
動
向
、
保
証
に
関
す
る
検

討
状
況
等
を
注
視
し
な
が
ら
、
柔
軟

に
対
応
し
て
い
く
こ
と
を
提
案
し

た
。委

員
か
ら
は
、
お
お
む
ね
賛
同
が

聞
か
れ
た
一
方
、「
Ｅ
Ｕ
だ
け
で
な

く
、米
国
の
状
況
も
参
考
に
す
べ
き
」

と
の
意
見
も
聞
か
れ
た
。

Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
の
見
積
り
の
更
新

Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
に
つ
い
て
は
見
積

り
が
使
用
さ
れ
る
場
合
が
想
定
さ
れ

て
い
る
。
見
積
り
が
有
報
の
提
出
後

に
判
明
し
た
数
値
と
異
な
る
場
合
、

比
較
情
報
の
更
新
や
、
前
報
告
期
間

に
開
示
さ
れ
た
数
値
と
更
新
さ
れ
た

比
較
対
象
の
数
値
と
の
差
異
、
更
新

し
た
理
由
の
開
示
が
必
要
と
な
る
。

こ
の
場
合
、
事
務
局
は
原
則
と
し
て

見
積
り
情
報
の
更
新
に
つ
い
て
は
訂

正
報
告
書
の
自
発
的
提
出
が
必
要
に

な
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
誤
謬

（
見
積
り
の
前
提
が
合
理
的
で
な
く
、

十
分
な
情
報
に
基
づ
い
て
い
な
い

等
、
正
確
で
は
な
い
見
積
り
で
あ
る

等
の
場
合
）
に
該
当
す
る
場
合
、
そ

の
重
要
性
に
応
じ
て
有
報
の
訂
正
が

必
要
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と

整
理
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
こ
う
し
た
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
に
係
る
見
積
り
の

修
正
が
あ
っ
た
場
合
の
訂
正
の
考
え

方
に
つ
い
て
賛
成
意
見
が
多
く
聞
か

れ
た
が
、「
更
新
の
場
合
は
訂
正
報

告
書
や
翌
年
度
の
有
報
で
の
開
示
で

は
な
く
、
半
期
報
告
書
や
臨
時
報
告

書
が
本
来
の
趣
旨
に
合
っ
て
い
る
の

で
は
」
な
ど
の
意
見
も
聞
か
れ
た
。

Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
基
準
の
金
商
法
令
へ
の

取
込
み

事
務
局
は
、
先
般
公
表
さ
れ
た
Ｓ

Ｓ
Ｂ
Ｊ
基
準
を
国
際
的
な
ベ
ー
ス
ラ

イ
ン
と
な
る
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
基
準
と
同
等

な
基
準
と
し
て
金
商
法
令
に
取
り
込

む
こ
と
に
つ
い
て
、
委
員
に
意
見
を

求
め
た
。

委
員
か
ら
は
賛
意
が
聞
か
れ
た
。

去
る
４
月
17
日
、
金
融
庁
は
第
３

回
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
の
保
証

に
関
す
る
専
門
グ
ル
ー
プ
（
座
長
：

堀
江
正
之
・
日
本
大
学
商
学
部
特
任

教
授
）
を
開
催
し
た
。

前
回
（
２
０
２
５
年
４
月
10
日
号

（
№
１
７
４
０
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
参
照
）
の
議
論
を
踏
ま
え
た
主
な

審
議
事
項
と
事
務
局
案
は
以
下
の
と

お
り
。

保
証
業
務
実
施
者
に
求
め
ら
れ
る

業
務
管
理
体
制
（
人
的
体
制
）

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
保
証
業
務
実

施
者
に
求
め
ら
れ
る
規
律
の
う
ち
、

業
務
管
理
体
制
に
お
け
る
人
的
体
制

に
つ
い
て
は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

保
証
業
務
に
係
る
専
門
的
な
知
識
・

能
力
を
担
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
そ
の
知
識
・
能
力

を
客
観
的
に
確
認
す
る
た
め
の
、
行

政
機
関
へ
の
登
録
制
度
に
お
け
る
登

録
要
件
と
し
て
、サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

保
証
業
務
実
施
者
に
対
し
て
、
適
切

な
人
材
を
確
保
し
、
適
切
に
業
務
の

構
成
員
と
し
て
配
置
す
る
こ
と
と
、

構
成
員
の
教
育
研
修
に
関
す
る
方

針
・
手
続
を
定
め
る
こ
と
を
求
め
る
。

委
員
か
ら
は
お
お
む
ね
賛
意
が
聞

か
れ
た
。

業
務
執
行
責
任
者
（
サ
イ
ナ
ー
）
の

役
割
と
求
め
ら
れ
る
知
識
・
能
力

業
務
執
行
責
任
者
（
サ
イ
ナ
ー
）

は
、
保
証
業
務
の
技
能
・
技
法
、
職

業
倫
理
の
理
解
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
に
関
す
る
知
識
・
能
力
に
加
え
、

会
計
、
監
査
、
関
連
法
規
等
の
知
識
・

能
力
も
必
要
と
し
て
、
公
認
会
計
士

と
し
て
の
登
録
（
ま
た
は
こ
れ
に
準

ず
る
こ
と
）
を
要
件
と
す
る
。

委
員
か
ら
は
賛
成
意
見
や
「
職
業

会
計
士
以
外
の
選
択
肢
が
排
除
さ
れ

る
」
な
ど
会
計
士
に
限
る
こ
と
へ
の

反
対
意
見
の
ほ
か
、「
保
証
チ
ー
ム

と
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
ど
こ
ま
で
会
計

知
識
を
求
め
る
か
の
議
論
を
」
と
の

意
見
も
聞
か
れ
た
。

行
政
機
関
と
自
主
規
制
機
関
の

役
割
の
あ
り
方

行
政
機
関
は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
保
証
業
務
が
公
正
か
つ
的
確
に

遂
行
さ
れ
る
能
力
を
持
つ
者
を
登
録

し
、
登
録
後
そ
の
能
力
が
維
持
さ
れ

て
い
る
か
に
つ
い
て
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
等
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

自
主
規
制
機
関
に
は
、
保
証
業
務

の
質
の
維
持
・
向
上
、
従
事
者
の
知
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会
計・監
査・開
示

〝
来
し
方
行
く
末
〟

上
場
企
業
に
対
す
る
規
制
等
③
―
３

～
東
証
規
則（
適
時
開
示
⑶
）～

公
認
会
計
士 

市
川　

育
義

今
回
は
、
東
証
規
則
に
よ
る
適
時

開
示
制
度
に
関
し
て
、
開
示
内
容
の
続

き
（
①
～
⑤
は
前
回
・
前
々
回
参
照
）

と
開
示
方
法
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

⑥　
そ
の
他
の
情
報

「
そ
の
他
の
情
報
」
と
し
て
は
、
投

資
単
位
の
引
下
げ
に
関
す
る
開
示
、
支

配
株
主
等
に
関
す
る
事
項
の
開
示
、
非

上
場
の
親
会
社
等
の
決
算
情
報
、
事

業
計
画
お
よ
び
成
長
可
能
性
に
関
す
る

事
項
の
開
示
、
上
場
維
持
基
準
へ
の
適

合
に
向
け
た
計
画
の
開
示
等
が
例
示
さ

れ
て
い
る
。

⒜　
投
資
単
位
の
引
下
げ
に
関
す
る

開
示

近
年
、
東
証
は
、
個
人
投
資
家
が

投
資
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、
望
ま
し
い
投
資
単
位
と
し
て
50
万

円
未
満
と
い
う
水
準
を
明
示
し
、
上

場
会
社
に
投
資
単
位
の
引
下
げ
に
向
け

た
対
応
を
開
示
を
通
じ
て
促
し
て
い
る

こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

⒝　
事
業
計
画
お
よ
び
成
長
可
能
性

に
関
す
る
事
項
の
開
示

グ
ロ
ー
ス
市
場
の
上
場
会
社
は
、
投

資
者
に
合
理
的
な
判
断
を
促
す
観
点
か

ら
、「
事
業
計
画
及
び
成
長
可
能
性
に

関
す
る
事
項
」
に
つ
い
て
、
新
規
上
場

日
の
開
示
の
ほ
か
、
少
な
く
と
も
１
事

業
年
度
に
対
し
て
１
回
以
上
の
頻
度
で

進
捗
状
況
を
反
映
し
た
最
新
情
報
を

開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

具
体
的
な
記
載
項
目
は
次
の
と
お
り

と
さ
れ
て
い
る
が
、
東
証
が
投
資
判
断

に
必
要
な
情
報
と
し
て
掲
げ
て
い
る
た

め
、
プ
ラ
イ
ム
市
場
や
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

市
場
の
上
場
会
社
は
当
然
対
応
し
て
い

る
は
ず
の
事
項
と
の
位
置
づ
け
か
と
思

わ
れ
る
（
問
題
は
開
示
内
容
の
充
実
度

で
は
あ
る
が
）。

・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
（
事
業
内
容
、

収
益
構
造
）

・
市
場
環
境
（
市
場
規
模
、
競
合
環

境
）

・
競
争
力
の
源
泉
（
経
営
資
源
・
競

争
優
位
性
）

・
事
業
計
画
（
成
長
戦
略
、
経
営
指

標
、利
益
計
画
お
よ
び
前
提
条
件
、

進
捗
状
況
）

・
リ
ス
ク
情
報（
認
識
す
る
リ
ス
ク
、

リ
ス
ク
対
応
策
）

⒞　
上
場
維
持
基
準
へ
の
適
合
に
向

け
た
計
画
の
開
示

東
証
は
、
２
０
２
２
年
４
月
４
日
か

ら
新
市
場
区
分
（
プ
ラ
イ
ム
、
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
、
グ
ロ
ー
ス
）
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
が
、
そ
の
際
、
新
市
場
の
新
陳
代

謝
を
改
善
す
べ
く
、上
場
維
持
基
準（
た

と
え
ば
、
流
通
株
式
時
価
総
額
や
流

通
株
式
比
率
）
を
設
定
し
た
。
そ
の
結

果
、
上
場
会
社
が
こ
れ
に
適
合
し
て
い

な
い
状
態
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
一
定

の
改
善
期
間
（
た
と
え
ば
１
年
）
内
に

当
該
基
準
に
適
合
す
る
た
め
の
取
組
み

お
よ
び
そ
の
実
施
時
期
を
記
載
し
た
計

画
の
開
示
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
市
場
区
分
の
見
直
し
時

に
上
場
維
持
基
準
に
適
合
し
な
い
会
社

に
つ
い
て
設
け
ら
れ
た
経
過
措
置
は
、

２
０
２
５
年
４
月
１
日
か
ら
順
次
終
了

と
な
る
。
こ
の
た
め
、
そ
の
後
、
基

準
に
抵
触
す
る
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、

原
則
1
年
間
の
改
善
期
間
を
経
て
最

終
判
定
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

⑦　
子
会
社
等
の
情
報

適
時
開
示
が
求
め
ら
れ
る
情
報
は
、

上
場
会
社
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
子
会
社

の
決
定
事
実
や
発
生
事
実
の
ほ
か
、
た

と
え
ば
上
場
子
会
社
に
お
い
て
は
、
業

績
予
想
の
修
正
に
も
及
ぶ
こ
と
と
な
る
。

●
開
示
方
法

適
時
開
示
は
、
迅
速
か
つ
広
範
に
伝

達
す
る
た
め
、
Ｔ
Ｄｎｅ
ｔ
（
東
証
が

構
築
・
運
営
し
国
内
金
融
商
品
取
引

所
等
が
共
同
で
利
用
し
て
い
る
シ
ス
テ

ム
）
を
利
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

Ｔ
Ｄｎｅ
ｔ
に
開
示
資
料
の
登
録
が
行

わ
れ
る
と
、「
適
時
開
示
情
報
閲
覧
サ
ー

ビ
ス
」
に
掲
載
さ
れ
、
公
衆
の
縦
覧
に

供
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
適
時
開
示
の
対
象
と
な
る

情
報
に
は
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制

に
関
係
す
る
重
要
事
実
を
含
ん
で
い
る

た
め
、
適
時
開
示
に
よ
り
そ
の
規
制
が

解
除
さ
れ
る
効
果
が
あ
る
。

識
・
能
力
の
向
上
、
従
事
者
に
お
け

る
高
い
倫
理
観
の
醸
成
・
保
持
と

い
っ
た
役
割
が
期
待
さ
れ
る
。

そ
の
運
営
主
体
に
つ
い
て
は
、
既

存
の
枠
組
み
が
利
用
さ
れ
る
場
合

と
、
新
た
に
設
立
さ
れ
る
場
合
が
考

え
ら
れ
る
が
、
そ
の
役
割
を
担
う
最

も
ふ
さ
わ
し
い
１
つ
の
自
主
規
制
機

関
を
法
令
等
に
よ
り
認
定
し
、
金
融

庁
と
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
（
認
定
さ
れ
た
自
主
規
制
機
関

以
外
に
も
、
自
発
的
に
自
主
規
制
を

担
う
組
織
を
設
立
す
る
こ
と
を
妨
げ

る
も
の
で
は
な
い
）。

委
員
か
ら
は
、
自
主
規
制
機
関
に

つ
い
て
、
既
存
の
枠
組
み
を
活
用
す

る
こ
と
に
賛
成
す
る
意
見
や
、「
１

つ
に
絞
ら
な
く
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
」
と
の
意
見
も
聞
か
れ
た
。

任
意
の
保
証
に
関
し
て
開
示
す
る

情
報有

報
に
お
い
て
、
次
の
保
証
を
任

意
で
受
け
た
場
合
に
関
し
て
、
次
の

考
え
方
が
示
さ
れ
た
。

⑴　
制
度
上
の
保
証
業
務
の
要
件
を

満
た
し
た
保
証

制
度
上
の
保
証
業
務
の
要
件
（
①

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
開
示
基
準
に
基

づ
い
て
作
成
さ
れ
た
情
報
を
、
②
登

録
さ
れ
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
保
証

実
施
者
に
よ
り
、
③
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
保
証
基
準
に
沿
っ
て
保
証
）
を

満
た
し
た
保
証
を
任
意
で
受
け
た
場

合
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
保
証
報
告

書
を
有
報
に
添
付
す
る
こ
と
を
認
め

る
。
そ
の
場
合
、
有
報
に
義
務
化
対

象
外
の
内
容
（
次
の
ａ
～
ｃ
）
を
記

載
す
る
必
要
が
あ
る
。

ａ　
義
務
化
対
象
企
業
が
ス
コ
ー
プ

１・２
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
リ
ス
ク
管

理
以
外
の
保
証
を
受
け
る
場
合

ｂ　
義
務
化
対
象
企
業
が
義
務
化
開

始
時
期
よ
り
も
早
期
に
保
証
を
受

け
る
場
合

ｃ　
義
務
化
対
象
で
な
い
企
業
が
保

証
を
受
け
る
場
合

⑵　
制
度
上
の
保
証
業
務
の
要
件
を

満
た
さ
な
い
保
証

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
保
証
報
告
書
を

有
報
に
添
付
す
る
こ
と
を
認
め
な
い
。

有
報
に
任
意
に
保
証
を
受
け
た
旨
等

を
記
載
す
る
場
合
、
前
記
ａ
～
ｃ
の

内
容
等
の
開
示
情
報
を
明
記
す
る
。

こ
の
開
示
情
報
に
つ
い
て
は
一
義
的

に
企
業
が
責
任
を
負
う
。

＊

委
員
か
ら
は
、
賛
同
す
る
意
見
の

ほ
か
、「
⑵
で
有
報
へ
記
載
す
る
こ

と
も
ミ
ス
リ
ー
ド
の
懸
念
が
あ
り
反

対
」
と
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

今
後
の
予
定

座
長
よ
り
、
本
来
は
３
回
の
開
催

予
定
だ
っ
た
が
、
も
う
１
回
開
催
す

る
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
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期
中
会
計
基
準
等
の
公
開
草
案
、公
表

議
決
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

会　
　
計

金
融
保
証
契
約・直
接
償
却
の
取
り
入

れ
方
、検
討
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、金
融
商
品
専
門
委

会　
　
計

去
る
４
月
17
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
、
第
５
４
５
回
企
業
会
計

基
準
委
員
会
を
開
催
し
た
。

主
な
審
議
事
項
は
以
下
の
と
お
り
。

四
半
期
報
告
制
度
の
見
直
し

前
回
親
委
員
会
（
２
０
２
５
年
４

月
20
日
号
（
№
１
７
４
１
）
情
報
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
参
照
）
に
引
き
続
き
、

四
半
期
会
計
基
準
等
と
中
間
会
計
基

準
等
を
統
合
し
た
「
期
中
会
計
基
準

等
」
の
公
開
草
案
に
つ
い
て
、
審
議

が
行
わ
れ
た
。

出
席
委
員
全
員
の
賛
成
で
公
表
議

決
さ
れ
た
。

後
発
事
象
に
関
す
る
会
計
基
準
の

開
発Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ
監
査
基
準
報
告
書
560

実
務
指
針
１
号
「
後
発
事
象
に
関
す

る
監
査
上
の
取
扱
い
」
を
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

に
移
管
す
る
に
あ
た
っ
て
、
次
の
事

務
局
案
が
示
さ
れ
、
検
討
が
行
わ
れ

た
。

⑴　
後
発
事
象
に
関
す
る
基
本
的
な

取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
後

発
事
象
に
関
す
る
会
計
基
準
の
な

か
で
定
め
を
設
け
る
こ
と
と
し
、

会
計
監
査
人
設
置
会
社
に
対
す
る

去
る
４
月
15
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
、
第
２
３
７
回
金
融
商
品

専
門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

前
回
の
専
門
委
員
会
（
２
０
２
５

年
４
月
20
日
号
（
№
１
７
４
１
）
情

報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参
照
）
で
審
議
さ

れ
た
、
金
融
資
産
の
減
損
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
け
る
分
類
・
測
定
の
定
め

の
取
り
入
れ
方
に
つ
い
て
審
議
が
行

わ
れ
た
。

ま
た
、
４
月
17
日
開
催
の
第
５
４
５

回
親
委
員
会
で
も
同
テ
ー
マ
で
審
議

が
行
わ
れ
た
。

主
な
審
議
事
項
は
以
下
の
と
お
り
。

金
融
保
証
契
約

金
融
保
証
契
約
の
改
正
方
針
と
し

て
、
金
融
商
品
会
計
基
準
に
お
い
て

貸
借
対
照
表
価
額
に
関
す
る
定
め
を

設
け
、
予
想
信
用
損
失
モ
デ
ル
の
対

象
と
な
る
こ
と
を
明
記
す
る
提
案
が

さ
れ
て
お
り
、
異
論
は
聞
か
れ
な

か
っ
た
。

金
融
保
証
契
約
に
関
す
る
Ｉ
Ｆ
Ｒ

Ｓ
９
号
「
金
融
商
品
」
の
定
め
の
取

り
入
れ
等
に
つ
い
て
、
次
の
案
が
示

さ
れ
、
検
討
が
行
わ
れ
た
。

⑴　
金
融
保
証
契
約
の
定
義

定
義
に
つ
い
て
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
の

後
発
事
象
の
基
準
日
お
よ
び
特
例

的
な
取
扱
い
は
、
実
務
対
応
報
告

に
別
途
定
め
を
設
け
る
。

⑵　
⑴
の
後
発
事
象
に
関
す
る
基
本

的
な
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
個
別

財
務
諸
表
と
連
結
財
務
諸
表
の
そ

れ
ぞ
れ
の
取
扱
い
が
明
ら
か
に
な

る
よ
う
な
定
め
の
置
き
方
を
検
討

す
る
。

⑶　
期
中
財
務
諸
表
の
取
扱
い
に
つ

い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

①
　
修
正
後
発
事
象
に
係
る
会
計

処
理
に
つ
い
て
は
、
年
度
と
同

様
の
取
扱
い
で
あ
る
た
め
、
特

段
の
定
め
を
設
け
な
い
。

②
　
開
示
後
発
事
象
に
関
す
る
注

記
に
つ
い
て
は
、
期
中
会
計
基

準
の
定
め
に
従
う
こ
と
し
、
後

発
事
象
の
基
準
日
に
つ
い
て
期

中
財
務
諸
表
の
公
表
の
承
認
日

と
す
る
改
正
を
行
う
。

委
員
か
ら
は
、
お
お
む
ね
賛
意
が

聞
か
れ
た
が
、「
⑴
で
会
計
基
準
と

実
務
対
応
報
告
と
で
切
り
分
け
て
い

る
が
、
会
計
基
準
と
適
用
指
針
の
ほ

う
が
す
っ
き
り
す
る
の
で
は
」
と
の

意
見
が
聞
か
れ
た
。

定
義
に
含
ま
れ
る
「
負
債
性
金
融
商

品
」
を
取
り
入
れ
る
か
に
つ
い
て
、

次
の
２
案
が
示
さ
れ
た
。

案
１
：「
負
債
性
金
融
商
品
」
と
い
う

用
語
を
用
い
る

案
２
：
最
も
近
い
と
考
え
ら
れ
る
用

語
を
用
い
る
（
例
：
金
銭
債
務
）

⑴
に
つ
い
て
、
専
門
委
員
か
ら
は

案
２
を
支
持
す
る
意
見
が
多
く
聞
か

れ
た
。

ま
た
、
第
５
４
５
回
親
委
員
会
で

は
、案
２
を
支
持
す
る
意
見
の
ほ
か
、

ど
ち
ら
か
決
め
か
ね
る
と
の
意
見
も

聞
か
れ
た
。

⑵　
債
務
保
証
契
約
と
の
関
係

原
則
と
し
て
既
存
の
債
務
保
証
契

約
に
関
す
る
定
め
を
金
融
保
証
契
約

に
置
き
換
え
る
。

⑶　
貸
借
対
照
表
価
額

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
の
損
失
評
価
引
当

金
の
金
額
と
当
初
認
識
額
か
ら
収
益

認
識
累
計
額
を
控
除
し
た
金
額
の
い

ず
れ
か
高
い
額
で
測
定
す
る
定
め

は
、
金
融
商
品
会
計
基
準
で
金
融
保

証
契
約
の
貸
借
対
照
表
価
額
に
関
す

る
定
め
と
し
て
取
り
入
れ
、
予
想
信

用
損
失
モ
デ
ル
の
対
象
と
な
る
こ
と

を
明
記
す
る
。

⑷　
保
証
料
の
会
計
処
理

発
行
し
た
金
融
保
証
契
約
に
つ
い

て
は
、
収
益
認
識
会
計
基
準
の
考
え

方
に
準
じ
て
、
金
融
保
証
に
関
す
る

履
行
義
務
が
契
約
期
間
に
わ
た
り
充

足
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
、
保
証
料
は

契
約
期
間
に
わ
た
り
収
益
に
認
識
す

る
こ
と
を
、
金
融
商
品
実
務
指
針
に

お
い
て
定
め
る
。

直
接
償
却

直
接
償
却
の
改
正
方
針
と
し
て
、

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
の
定
め
を
金
融
商
品

実
務
指
針
に
取
り
入
れ
る
案
が
示
さ

れ
て
お
り
、
異
論
は
聞
か
れ
な
か
っ

た
。そ

の
場
合
、
現
行
の
金
融
商
品
実

務
指
針
の
「
債
権
の
回
収
可
能
性
が

ほ
と
ん
ど
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場

合
」
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
の

「
金
融
資
産
の
全
体
又
は
一
部
分
を

回
収
す
る
と
い
う
合
理
的
な
予
想
を

有
し
て
い
な
い
場
合
」
に
置
き
換
え

て
取
り
入
れ
る
案
が
示
さ
れ
た
。

専
門
委
員
お
よ
び
第
５
４
５
回
親

委
員
会
で
は
、
特
段
の
異
論
は
聞
か

れ
な
か
っ
た
。
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この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考

2025年
４月14日

MBOや支配株主
による完全子会社
化に関する上場制
度の見直し等

東証

近年、上場会社において、MBOや支配株主による完全子会社化など、構造的な利益相反リスク
の高いキャッシュアウト等の件数が高水準で推移しているなか、経産省「公正M&A指針」の策定
後、一般株主保護の観点から特別委員会における検討等の実務が進展している一方で、投資家か
らは、依然として、特別委員会の実効性に関する懸念や価格の公正性を判断するために必要な株
式価値算定に関する開示等の不足を指摘する声が寄せられていた。この状況を踏まえ、公正M&A
指針の枠組みがより実効的に機能していくよう、企業行動規範の遵守すべき事項について、所要
の見直しを行うもの。あわせて、上場会社として必要なIR体制の整備を求める見直し等も行う。
2025年７月を目途に実施される予定。パブコメ期限は５月14日。
https://www.jpx.co.jp/rules-participants/public-comment/detail/d1/um3qrc0000015ff9-
att/um3qrc0000015fhm.pdf

Ｆ
Ｒ
Ｂ
パ
ウ
エ
ル
議
長
解
任
論
で
、

ド
ル
売
り・金
利
上
昇
の
構
図
に

金　
　
融

90
日
間
で
ど
こ
ま
で
縮
む
か
、

「
相
互
関
税
」の
壁

証　
　
券

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
４
月
17
日
、

米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）

の
パ
ウ
エ
ル
議
長
に
つ
い
て
、「
即

時
に
解
雇
す
べ
き
だ
」
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

投
稿
し
、
そ
の
後
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

で
も
「
私
が
望
め
ば
辞
任
す
る
こ
と

に
な
る
」
と
発
言
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
独
立
性
に
対
す
る
市

場
の
懸
念
が
強
ま
り
、
為
替
・
金
利

市
場
と
も
に
反
応
が
み
ら
れ
た
。
ド

ル
は
主
要
通
貨
に
対
し
て
下
落
し
、

対
円
で
は
、
21
日
に
１
４
０
円
台
を

割
り
込
む
直
前
ま
で
の
円
高
水
準
と

な
っ
て
い
る
。
10
年
物
米
国
債
利
回

り
は
４
・
２
％
台
ま
で
低
下
し
て
い

た
が
、
発
言
後
に
は
４
・
４
％
台
に

ま
で
上
昇
し
た
。

市
場
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ

る
Ｆ
Ｒ
Ｂ
へ
の
政
治
的
介
入
が
明
示

的
に
な
っ
た
こ
と
で
、
ド
ル
資
産
全

般
に
対
す
る
不
信
感
が
広
が
り
つ
つ

あ
る
。
複
数
の
大
手
メ
デ
ィ
ア
は
、

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
元
Ｆ
Ｒ
Ｂ
理
事
の

ケ
ビ
ン
・
ウ
ォ
ー
シ
ュ
氏
の
後
任
起

用
を
水
面
下
で
検
討
し
て
い
る
と
報

じ
た
。
パ
ウ
エ
ル
議
長
側
か
ら
み
て

も
、
こ
の
よ
う
な
発
言
が
あ
る
な
か

で
は
、
政
権
の
意
向
に
従
っ
た
と
み

な
さ
れ
る
形
で
の
利
下
げ
判
断
は
、

ト
ラ
ン
プ
関
税
は
、
そ
の
追
加
関

税
分
に
対
し
て
は
90
日
間
の
発
動
停

止
を
決
定
し
た
こ
と
で
転
機
を
迎
え

た
よ
う
だ
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
米

国
の
貿
易
相
手
国
と
の
相
互
関
税
を

決
定
、
公
表
し
て
以
来
、
世
界
の
株

式
市
場
は
相
互
関
税
の
ダ
メ
ー
ジ
が

懸
念
さ
れ
、
連
日
株
価
下
落
に
見
舞

わ
れ
て
き
た
。

大
統
領
は
あ
る
程
度
の
株
価
下
落

は
覚
悟
し
て
い
た
だ
ろ
う
が
、
現
実

の
世
界
同
時
株
安
は
予
想
以
上
の

も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
米

国
自
身
も
株
安
に
加
え
、
債
券
安
、

為
替
安
の
ト
リ
プ
ル
安
に
見
舞
わ
れ

た
。
こ
の
こ
と
が
政
策
担
当
者
を
不

安
に
さ
せ
、
大
統
領
へ
政
策
修
正
を

進
言
す
る
に
至
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

90
日
間
の
停
止
期
間
は
株
式
市
場

に
と
り
あ
え
ず
安
心
感
を
も
た
ら
し

た
。
世
界
各
国
の
株
価
は
一
斉
に
反

発
し
、
株
価
暴
落
の
恐
怖
か
ら
抜
け

出
し
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
株
価
の

戻
り
は
鈍
い
。
力
強
さ
を
増
す
た
め

に
は
、
今
後
90
日
間
に
予
定
さ
れ
て

い
る
75
カ
国
以
上
の
国
の
対
米
貿
易

関
係
の
会
談
が
成
果
を
挙
げ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
ろ
う
。

関
税
問
題
に
つ
い
て
は
、
世
界

一
層
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

結
果
と
し
て
、
米
連
邦
公
開
市
場
委

員
会
（
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ)

で
の
利
下
げ
期

待
も
後
退
し
、
政
策
見
通
し
の
不
透

明
感
が
強
ま
っ
た
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
今
回
の
発
言

で
、
市
場
で
は
米
金
融
政
策
の
独
立

性
に
対
す
る
懸
念
が
強
ま
り
、
ド
ル

は
主
要
通
貨
に
対
し
て
下
落
す
る
展

開
と
な
っ
た
が
、
特
に
為
替
相
場
に

お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
ド
ル
安
傾

向
が
一
段
と
強
ま
り
つ
つ
あ
り
、
円
・

ユ
ー
ロ
へ
の
資
金
シ
フ
ト
が
再
び
注

目
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
ト

ラ
ン
プ
政
権
が
貿
易
赤
字
の
縮
小
を

強
く
志
向
し
て
い
る
こ
と
も
背
景
に

あ
り
、
ド
ル
安
を
容
認
す
る
政
策
姿

勢
が
市
場
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。

米
国
債
市
場
で
は
、
政
権
に
よ
る

金
利
抑
制
の
意
図
と
は
裏
腹
に
金
利

の
振
れ
幅
が
拡
大
す
る
傾
向
に
あ

り
、
投
資
家
の
信
認
が
後
退
す
れ
ば

長
期
金
利
の
上
昇
圧
力
が
一
段
と
強

ま
る
。
中
央
銀
行
の
独
立
性
が
制
度

上
の
建
前
に
と
ど
ま
り
、
政
治
的
干

渉
が
公
然
化
す
る
場
合
に
は
、
構
造

的
な
ド
ル
安
と
金
利
上
昇
基
調
が
、

中
長
期
に
わ
た
っ
て
定
着
す
る
可
能

性
が
あ
る
。

ト
ッ
プ
の
経
済
大
国
、
貿
易
大
国
で

あ
る
米
国
、
中
国
間
の
対
立
が
難
問

で
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
が
大
統
領
就

任
直
後
、
中
国
に
対
し
て
一
方
的
に

関
税
引
上
げ
を
宣
告
し
、
そ
れ
に
中

国
が
報
復
関
税
で
応
え
る
こ
と
を
繰

り
返
し
、
現
在
、
お
互
い
の
関
税
率

が
１
０
０
％
を
超
え
る
と
い
う
想
像

を
絶
す
る
事
態
と
な
っ
た
。

こ
れ
が
長
引
け
ば
米
中
貿
易
の
途

絶
、
世
界
経
済
不
況
の
到
来
と
い
っ

た
展
開
も
あ
り
得
る
。
そ
う
な
ら
な

い
た
め
に
は
、
米
中
間
で
貿
易
問
題

に
つ
い
て
の
会
談
が
早
急
に
開
催
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
が

ど
う
動
く
か
が
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、

パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
へ
の
関
与
と
と
も

に
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ト
ラ
ン
プ
旋
風
が
吹
き
荒
れ
て
い

る
世
界
の
政
治
や
経
済
の
も
と
で
は
、

日
本
が
独
自
の
役
割
を
果
た
せ
る
余

地
は
乏
し
い
。
株
式
市
場
、
株
価
も

世
界
の
流
れ
に
沿
っ
て
変
動
し
て
い

く
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
、
相
互
関

税
、
貿
易
問
題
を
め
ぐ
っ
て
米
国
と

の
会
談
が
予
定
さ
れ
て
い
る
国
の
な

か
で
、
一
番
に
会
談
し
た
の
は
日
本

で
あ
っ
た
。
米
国
は
日
本
に
期
待
す

る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。


